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私
た
ち
が
生
き
る
上
で
必
要
不
可
欠

な
「
食
」
の
生
産
や
、自
然
災
害
や
害
獣
・

害
虫
の
発
生
防
止
、
自
然
の
美
し
い
原

風
景
の
維
持
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
お

い
て
、
農
業
や
農
村
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
農
業

者
の
減
少
・
高
齢
化
や
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
の
確
立
と
い
っ
た
課
題
は

年
々
深
刻
化
し
て
お
り
、
解
決
に
向
か

う
た
め
に
は
、今
ま
さ
に「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
衰
退
は
地
域
全
体
に
悪
影
響

　

農
業
が
衰
退
し
、
農
地
に
人
の
手
が

入
ら
な
く
な
る
と
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、

シ
カ･

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の

隠
れ
家
に
な
る
、
蚊
や
ヤ
マ
ビ
ル
な
ど

の
病
害
虫
が
発
生
す
る
、
不
法
投
棄
や

火
災
・
洪
水
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
地
域
全

体
の
住
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

担
い
手
の
減
少
が
課
題
に

　

市
内
の
農
業
者
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
平
成
７
年
か
ら
27
年
の
20
年
間

　

農
地
が
荒
れ
れ
ば
、
や
が
て
地
域

全
体
の
環
境
が
悪
く
な
り
、
そ
こ
に

住
む
人
が
土
地
を
離
れ
、
さ
ら
に
環

境
が
悪
化
す
る
…
と
い
う
、
負
の
連

鎖
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
域
の
生
活
環
境
を
子
や
孫
の

世
代
ま
で
受
け
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
農
業
に
関
わ
る
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
、
一
人
ひ
と
り
が
「
み

ん
な
が
地
域
を
守
る
主
役
で
あ
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る
み

で
地
元
の
農
業
を
下
支
え
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

幸
い
、
市
内
各
地
で
は
、
地
域
資

源
管
理
法
人
の
設
立
な
ど
、
地
域
で

農
業
を
支
え
る
取
り
組
み
が
動
き

始
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
思
い

　

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
（
認
定

農
業
者
）
を
対
象
に
、
市
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
個
人
の
半
数

近
く
が
今
後
も
農
業
を
継
続
す
る
こ
と

を
望
み
、
法
人
で
は
54
％
が
経
営
規
模

の
拡
大
を
望
む
な
ど
、
農
業
の
継
続
・

発
展
に
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確

保
や
、
地
域
全
体
で
の
草
刈
り
や
獣
害

柵
の
補
修
な
ど
、
農
地
を
保
全
す
る
協

力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

農
業
の
発
展
に
必
要
だ
と
い
う
意
見
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
維

持
・
管
理
を
担
い
手
だ
け
で
続
け
て
い

く
こ
と
は
難
し
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
こ
と
の
必
要
性
を
切
実
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業

に
お
け
る
地
区
ご
と
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
向
け
た
話
し
合
い
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

話
し
合
い
で
は
、後
継
者
不
足
や
、

小
規
模
に
散
ら
ば
る
農
地
と
い
っ
た

課
題
が
挙
が
り
、
解
決
策
と
し
て
農

地
の
集
積
・
集
約
化
な
ど
の
手
段
が

議
論
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら
な
る
課
題

と
し
て
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
が
、
農

地
管
理
の
負
担
の
重
さ
で
し
た
。

　

ど
の
地
区
で
も
、「
草
刈
り
な
ど

の
農
地
管
理
に
手
を
取
ら
れ
、
改
善

策
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
い
」
と

い
っ
た
声
が
あ
り
、「
今
は
な
ん
と

か
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
」
と
い
う
共
通
の
危
機

感
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
を
支
え
る

「
地
域
資
源
管
理
法
人
」

　
「
地
域
資
源
管
理
法
人
」
と
は
、
農
地

の
利
用
調
整
や
、
農
地
や
環
境
の
保
全

に
関
す
る
共
同
作
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
組
織
さ
れ
た
法
人
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
担
い
手
を
下
支
え
し
て
、
農
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
で
、
２
階
建

て
の
家
に
例
え
ら
れ
ま
す
（
左
図
）。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
担
い
手
不
足
に
悩
む

全
国
各
地
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
宮
川
地
区
や
松
永
地
区
、

太
良
庄
区
が
す
で
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

他
地
区
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
地
域
資

源
管
理
法
人
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

で
約
３
分
の
１
に
。
高
齢
化
率
も
約

78
％
と
非
常
に
高
い
水
準
で
す
。

　

さ
ら
に
、
米
価
の
下
落
や
農
業
資
機

材
の
価
格
高
騰
も
相
ま
っ
て
、
市
の
農

業
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
将

来
的
に
農
業
者
だ
け
で
は
地
域
農
業
を

維
持
・
管
理
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

課
題
を
話
し
合
い
、
方
針
を
決
定

　

市
で
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
課

題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
令
和
元

年
度
か
ら
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
、

各
地
域
で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
将
来
的
な
担
い
手

不
足
や
、
小
規
模
な
農
地
が
散
在
す
る

非
効
率
的
な
耕
作
条
件
、
少
人
数
で
農

地
を
管
理
す
る
こ
と
の
負
担
と
い
っ
た

課
題
を
、
地
域
内
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
解
決
策
と
し
て
、
担
い
手

に
農
地
を
集
め
、
効
率
的
に
耕
作
で
き

る
よ
う
に
割
り
振
る
（
集
積
・
集
約
化
）

こ
と
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
営
農
活
動
を

支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
と
い
っ

た
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
解
決
策
は
、
今
後
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
た
「
未
来
の
設
計
図
」

と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、

現
在
、
市
内
７
つ
の
区
や
地
区
に
お
い

て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

みんなで話そう

地域の「未来の設計図」！

〜「人・農地プラン」策定の取り組み〜

小浜市農業委員会

西
に し だ
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ひ さ お

夫 会長
（74歳・三分一）
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■ 40歳未満
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■ 65歳以上
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1,955 人

65 歳以上
77.8％ 645 人

■
年
齢
別
農
業
就
業
人
口
（
小
浜
市
内
）約1/3

・就農者の高齢化、担い手不足
・農地が狭い、散在しているなど
・耕作条件が悪い
・草刈りなど農地の維持
・管理の負担が大きい
　　　　　　　　       など

地域における課題
⬆ 

解
決
の
た
め
に

⬆ 

取
り
組
み
が
進
む
と

■問い合わせ　農政課☎︎ 64・6023

■「地域資源管理法人」の仕組み（イメージ）

担い手

地域住民

２階

１階

農業経営

地域資源管理法人

・農作物の生産、加工、販売
・農地の集積、集約化の受け皿
・雇用の創出

・農地や環境の保全に関する
・共同作業（草刈りなど）
・農地の利用調整

連携

・農業の基盤（１階部分）となる、草刈
・りや農道、用排水路の維持管理などを
・地域住民が担当
・農業の基幹作業（２階部分）となる、
・農作物の生産などを担い手が担当

一人ひとりが地域を守る「主役」に

人・農地プラン

・中心となる担い手に農地を集積・集約化
・ほ場の拡大など耕作条件を改善
・地域ぐるみで鳥獣害
・防止対策や営農活動
・を支援する体制を整
・備する  など

・美しい景観や生活しやすい環境
・の維持　
・地域内や世代間の交流
・効率的な農業経営
・雇用や生きがいの創出　など

地域農業の継続・発展、
地域環境の維持

地域の話し合いで挙がった課題と、解決方法

（人）

（年）


